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夏
場
の
気
温
上
昇
や
行
事

の
増
加
に
伴
い
、
腹
痛
や
下

痢
、
嘔
吐
、
血
便
な
ど
を
引

き
起
こ
す
感
染
性
腸
炎
・
食

中
毒
が
み
ら
れ
る
季
節
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
感
染
性

腸
炎
は
、
汚
染
さ
れ
た
食
品

を
食
べ
た
後
に
腸
管
内
で
病

原
菌
が
増
殖
す
る
「
感
染

型
」
と
、
食
品
中
で
細
菌
が

作
っ
た
毒
素
を
摂
取
し
て
発

症
す
る
「
毒
素
型
」
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

原
因
と
症
状

感
染
型
で
は
、
サ
ル
モ
ネ

ラ
、
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
、
カ
ン

ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
、
病
原
性
大

腸
菌
な
ど
が
代
表
的
で
す
。

サ
ル
モ
ネ
ラ
は
鶏
卵
や
鶏
肉

が
原
因
と
な
り
、
腹
痛
・
下

痢
・
発
熱
・
血
便
を
伴
い
ま

す
。
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
は

鶏
肉
の
生
食
や
加
熱
不
足
が

原
因
と
な
り
、
数
日
後
に
腹

痛
や
血
便
が
出
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

毒
素
型
で
は
、
黄
色
ブ
ド

ウ
球
菌
、
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
、

ウ
ェ
ル
シ
ュ
菌
な
ど
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
黄
色
ブ
ド
ウ

球
菌
は
お
に
ぎ
り
や
弁
当
な

ど
手
で
調
理
す
る
食
品
で
増

え
や
す
く
、
摂
取
後
短
時
間

で
激
し
い
嘔
吐
や
腹
痛
を
起

こ
し
ま
す
。
ウ
ェ
ル
シ
ュ
菌

は
カ
レ
ー
や
煮
込
み
料
理
な

ど
大
量
調
理
で
一
晩
置
か
れ

た
食
品
に
多
く
、
翌
日
に
水

様
性
下
痢
を
起
こ
し
ま
す
。

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
（
Ｏ

１
５
７
な
ど
）
は
十
分
に

加
熱
さ
れ
て
い
な
い
牛
肉
、

牛
レ
バ
ー
、
汚
染
さ
れ
た
野

菜
や
井
戸
水
な
ど
が
原
因
と

な
り
少
量
で
も
感
染
し
、
血

便
や
溶
血
性
尿
毒
症
症
候
群

（
Ｈ
Ｕ
Ｓ
）を
起
こ
す
た
め
、

感
染
症
法
に
よ
り
保
健
所
へ

の
届
け
出
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
赤
痢
ア
メ
ー
バ
に

よ
る
腸
炎
も
近
年
増
加
し
て

い
ま
す
。
海
外
渡
航
歴
が
な

く
て
も
国
内
で
感
染
す
る
例

が
あ
り
、
粘
血
便
や
強
い
腹

痛
を
伴
い
ま
す
。
内
視
鏡
で

は
特
徴
的
な
潰
瘍
が
み
ら

れ
、早
期
診
断
が
重
要
で
す
。

早
め
の
検
査
を

こ
れ
ら
の
腸
炎
は
、
初
診

時
の
Ｃ
Ｔ
検
査
で
腸
管
壁
の

肥
厚
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
多

く
、
肥
厚
す
る
部
位
の
違
い

も
診
断
の
助
け
に
な
り
ま

す
。
例
え
ば
、
右
下
腹
部
の

壁
肥
厚
は
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ

ー
腸
炎
や
サ
ル
モ
ネ
ラ
腸

炎
、
広
範
囲
の
著
明
な
肥
厚

は
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
を
疑

う
手
が
か
り
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
大
腸
内
視
鏡
検

査
で
は
粘
膜
の
炎
症
や
出
血

を
直
接
確
認
で
き
ま
す
。
サ

ル
モ
ネ
ラ
腸
炎
の
散
在
性
出

血
、
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
腸

炎
の
回
盲
部
潰
瘍
、
赤
痢
ア

メ
ー
バ
の
打
ち
抜
き
潰
瘍
な

ど
、
病
原
体
ご
と
の
特
徴
が

診
断
に
役
立
ち
ま
す
。

確
定
診
断
に
は
細
菌
検
査

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
便
を
用

い
た
抗
原
検
査
や
毒
素
検

査
、
細
菌
培
養
に
よ
り
病
原

体
を
特
定
し
ま
す
。
こ
れ
ら

の
結
果
は
治
療
方
針
の
決
定

に
直
結
す
る
た
め
、
迅
速
な

提
出
が
重
要
で
す
。

一
方
で
、
腹
痛
や
下
痢
が

続
く
場
合
に
は
、
感
染
症
以

外
の
腸
の
病
気
が
隠
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
過
敏

性
腸
症
候
群
（
Ｉ
Ｂ
Ｓ
）
は

内
視
鏡
所
見
は
正
常
で
、
ス

ト
レ
ス
や
生
活
リ
ズ
ム
の
乱

れ
が
原
因
で
腹
痛
と
便
通
異

常
が
続
き
ま
す
。
ま
た
、
潰

瘍
性
大
腸
炎
や
ク
ロ
ー
ン
病

な
ど
の
炎
症
性
腸
疾
患
（
Ｉ

Ｂ
Ｄ
）も
鑑
別
が
必
要
で
す
。

腹
痛
・
下
痢
・
血
便
な
ど

の
症
状
が
続
く
と
き
は
、
た

め
ら
わ
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
乳
幼
児
に
多
く
み
ら
れ

る
呼
吸
器
の
感
染
症
で
す
。

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
流
行
す

る
こ
と
が
多
く
、
２
歳
ま
で

に
ほ
と
ん
ど
の
お
子
さ
ん
が

一
度
は
感
染
す
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
年
長
児
や
大
人

で
は
軽
い
か
ぜ
症
状
で
済
む

こ
と
が
多
い
一
方
、
生
後
６

か
月
頃
ま
で
の
乳
児
で
は
細

気
管
支
炎
や
肺
炎
を
起
こ

し
、
入
院
が
必
要
と
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
特
に
早
産

児
や
心
臓
・
肺
に
病
気
の
あ

る
お
子
さ
ん
は
重
症
化
し
や

す
い
た
め
注
意
が
必
要
で

す
。

◇

主
な
症
状
は
鼻
水
、
咳
、

発
熱
で
す
。
初
め
は
か
ぜ
と

見
分
け
が
つ
き
に
く
い
で
す

が
、次
第
に
咳
が
強
く
な
り
、

「
ゼ
ー
ゼ
ー
」「
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ

ー
」
と
呼
吸
音
が
聞
こ
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
呼
吸
が

速
い
、
胸
が
へ
こ
む
よ
う
な

呼
吸
を
し
て
い
る
、
水
分
が

十
分
と
れ
な
い
、
顔
色
が
悪

い
、
ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
な

ど
の
様
子
が
み
ら
れ
る
場
合

は
早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
月
齢
の
低
い
赤
ち
ゃ
ん

で
は
、
ま
れ
に
無
呼
吸
を
起

こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
に
特
効
薬

は
な
く
、
治
療
は
症
状
を
和

ら
げ
る
こ
と
が
中
心
で
す
。

多
く
は
１
〜
２
週
間
で
回
復

し
ま
す
が
、
咳
が
し
ば
ら
く

続
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
学
校
保
健
安
全
法
で
出

席
停
止
期
間
は
定
め
ら
れ
て

お
ら
ず
、
呼
吸
器
症
状
が
改

善
し
、
全
身
状
態
が
良
け
れ

ば
登
園
・
登
校
の
目
安
と
な

り
ま
す
。

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
は
、
咳
や

く
し
ゃ
み
だ
け
で
な
く
、
手

や
お
も
ち
ゃ
を
介
し
て
も
移

り
ま
す
。
こ
ま
め
な
手
洗
い

や
手
指
消
毒
、
お
も
ち
ゃ
や

ド
ア
ノ
ブ
な
ど
人
が
よ
く
触

れ
る
場
所
を
清
潔
に
保
つ
こ

と
が
感
染
予
防
に
つ
な
が
り

ま
す
。
家
庭
内
で
は
、
き
ょ

う
だ
い
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
へ
感

染
す
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

◇

近
年
は
、
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
重
症
化
を
防
ぐ
た

め
の
予
防
法
も
進
歩
し
て
い

ま
す
。
２
０
２
６
年
度
か

ら
は
妊
婦
さ
ん
を
対
象
と
し

た
Ｒ
Ｓ
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接

種
と
な
り
、
生
ま
れ
て
く
る

赤
ち
ゃ
ん
の
重
症
化
予
防
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
か
か
り
つ
け
の
産

婦
人
科
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

子どもの
健 康 ⑦

消化器に
ついて⑥

７
月
２３
日
、
千
秋
病
院
市

民
健
康
教
室
に
て
家
族
介
護

の
た
め
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ケ
ア

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。
交
流
会
の
後
、
日
本
福

祉
大
学
中
央
福
祉
専
門
学
校

言
語
聴
覚
士
科
の
井
上
ひ
と

み
氏
に
よ
る
「『
難
聴
』
の

理
解
〜
耳
が
聞
こ
え
な
い
っ

て
ど
う
い
う
こ
と
〜
」
の
講

演
を
行
い
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
５
人
程
度
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
介
護

経
験
有
無
に
関
わ
ら
ず
意
見

交
換
。
介
護
は
介
護
者
が
健

康
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
を
自
分

か
ら
取
っ
て
い
く
こ
と
が
大

事
、
自
分
自
身
の
逝
き
方
を

夫
婦
・
家
族
間
で
共
有
し
て

お
き
た
い
な
ど
の
意
見
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
◆
加
齢
性
難

聴
は
伝
音
性
か
感
音
性
の
原

因
特
定
の
た
め
、
早
期
の
耳

鼻
科
受
診
が
必
須
◆
補
聴
器

を
選
ぶ
時
は
認
定
補
聴
器
技

能
者
に
用
途
を
伝
え
る
こ
と

が
大
切
◆
耳
は
受
精
１
週
間

後
か
ら
形
成
が
始
ま
り
６
カ

月
で
完
成
◆
早
く
か
ら
形
成

さ
れ
る
臓
器
の
た
め
、
老
化

も
早
く
３０
歳
代
か
ら
機
能
が

低
下
◆
聴
神
経
が
傷
つ
く
と

再
生
不
可
、
耳
の
ケ
ア
は
大

事
な
ど
、
補
聴
器
の
実
物
に

も
触
れ
な
が
ら
興
味
深
い
話

が
聞
け
ま
し
た
。

参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

と
�
介
護
�
に
焦
点
を
当
て

意
見
交
換
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
生
の
声
を
聴
く
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

主
任
介
護
支
援
専
門
員

小
串
美
樹

２
０
２
５
年
の
介
護
事

業
所
の
倒
産
、
休
廃
業
数

は
過
去
最
多
と
な
り
ま
し

た
。
中
で
も
基
本
報
酬
が

引
き
下
げ
ら
れ
た
訪
問
介

護
（
ヘ
ル
パ
ー
）
事
業
所

へ
の
影
響
は
大
き
く
、
事

業
所
が
０
に
な
っ
た
自
治

体
は
１
１
６
町
村
と
増
加

し
て
い
ま
す
。

介
護
職
の
人
手
不
足
の

深
刻
化
に
対
し
、
国
は
人

員
配
置
基
準
の
緩
和
（
少

な
い
人
員
で
の
介
護
を
制

度
化
）
す
る
こ
と
で
解
消

し
よ
う
と
し
ま
す
が
、
そ

れ
で
は
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

利
用
者
の
視
点
か
ら
見

て
も
、
利
用
料
２
割
負
担

の
対
象
拡
大
や
ケ
ア
プ
ラ

ン
の
有
料
化
な
ど
、
負
担

を
増
や
す
改
悪
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、

有
料
老
人
ホ
ー
ム
入
居
者

の
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
有
料
化

が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
介
護
が

必
要
な
人
が
、
必
要
な
と

き
に
介
護
を
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。
そ
う
な
ら

な
い
た
め
に
、
今
こ
そ
財

源
を
社
会
保
障
費
に
回
し

て
、
介
護
報
酬
全
体
の
底

上
げ
を
す
る
こ
と
、
利
用

困
難
に
陥
る
改
悪
を
行
わ

な
い
こ
と
を
こ
の
署
名
で

求
め
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
推
進
課

谷
口

薫

家
族
介
護
の
た
め
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー

難
聴
に
つ
い
て
学
ぶ

介
護
保
険
制
度・介
護
報
酬
の
抜
本
改
善
、

大
幅
な
処
遇
改
善
を
求
め
る
請
願
署
名
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

一
宮
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ち
あ
き

講演には２７名が参加しました

家族介護を担う人のためのリフレッシュ講座
一緒にリフレッシュの方法を学びませんか？
■日時 ９月１７日（木） １４：００～１６：００
■会場 一宮研伸大学看護学部１号館
■講師 伊藤聖子氏

（ウォーキングスタイリスト、社会福祉士）
■定員 ３５名

申込締切 9月１４日（月）。事前予約制・先着順
◇同日開催 介護者同士の交流会
問い合わせ 一宮市地域包括支援センターまちなか

☎０５８６‐８５‐８６７２

知
っ
て

お
き
た
い
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感
染
性
腸
炎
・
食
中
毒
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

千
秋
病
院
消
化
器
内
科

藤
本
正
夫

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

千
秋
病
院
小
児
科
矢
嶋
た
え
子


